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研究成果の概要（和文）： 
 本研究は、これまでの日本において研究対象となることが少なかった北欧文学の主要作
品の中から、ラーゲルレーヴ『モールバッカ』（スウェーデン、1920）およびアンデルセ
ン『人魚姫』（デンマーク、1837）を取り上げ、「脚部障碍」モチーフに着目して分析する
ことで、これらの作品をアカデミックな視点から批判的に論じ、近代北欧文学の枠を超え
て、古代ギリシアに始まるヨーロッパ文化史の中に位置付けた。 
 
研究成果の概要（英文）： 

In this project, I examined specimens of modern Norse literature, namely Swedish 
author Selma Lagerlöf Mårbacka's (1920) and Danish author Hans Christian Andersen’s 
The Little Mermaid (1837). I critically analyzed the representations of “lameness” 
in the two works, and explored their place in not only modern Nordic literary history 
but also European cultural history. 
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研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：文学・ヨーロッパ文学 
キーワード：北欧文学、ラーゲルレーヴ、脚部障碍、他者排除 
 
１．研究開始当初の背景  
（１）日本における背景 （２）スウェーデンにおける背景 

北欧文学は、明治時代以降の日本において、
多くの読者を持ちながら、これまで、アカデ
ミックな研究は、ほとんどなされなかった。
北欧が紹介される際には、自然の美しさや、
福祉国家や女性の社会進出など、制度の中で
うまく機能している面のみが過度に強調さ
れてきた。 

スウェーデンでは、研究代表者が主な研究
対象とする作家ラーゲルレーヴは、「国民作
家」として称揚されると同時に、「童話作家」
として研究対象から外され、長く批判的な論
考は出てこなかった。しかし、1980 年代に、
ジェンダー論の観点から、アカデミックな研
究がなされるようになり、作家の記念イヤー



が続いた 2000 年代に、多くの成果が刊行さ
れた。また、北欧における北欧文学研究では、
北欧文学をヨーロッパ文学に位置付ける試
みが、近年始まっている。 

 
北欧での最新の研究成果を取り入れ、日本

に紹介すると同時に、北欧の研究者には持ち
えない視点からラーゲルレーヴを批判的に
考察する必要性を感じたことが、研究開始当
初の背景である。 

 
 
２．研究の目的 
上述した背景において、研究代表者は、ア

カデミックな視点から、日本社会に対して、
北欧の知られざる側面を批判的に提示し、ス
ウェーデン社会に対して、ラーゲルレーヴの
新たな側面を提示する必要性を感じた。 
本研究の目的は、「脚部障碍」の表象研究

を通じて、近代北欧における他者排除のあり
方を明らかにすることである。本研究では、
寝たきりの病人、まっすぐに歩けない酩酊
者・狂人、神がかりの預言者、定住しない放
浪者、神話・伝説の中でしばしば脚部障碍者
として描かれる鍛冶屋・大工・錬金術師、人
魚やケンタウロスなど半人半獣の架空の生
き物などを、広く脚部障碍者のヴァリエーシ
ョンとしてとらえる。脚部障碍者は、ヨーロ
ッパにおいて、古くから、キリスト教モラル
を逸脱する存在として表象されてきた。新約
聖書には、イエスが、脚部障碍者に「起き上
がり、床を担いで歩け」と言い、病をいやし
たという、現在のヨーロッパでも広く知られ
るエピソードがある。また、悪魔は「山羊脚」、
魔女は、背中が曲がり、杖をついた歩行の不
自由な老婆として表象される。 

19 世紀・20 世紀のヨーロッパ文学におけ
る障碍者排除は、女性の抑圧、ナチスによる
マイノリティ排除・優生学による障碍者排除
と深く関連している。本研究は、こうした脚
部障碍者像の背景を、広くヨーロッパの神
話・民話・伝説、歴史的事実、文化に求め、
その起源を文学における脚部障碍者像から
考察する。 

 
 
３．研究の方法 
上述した脚部障碍者イメージへの批判的

意識を背景に、本研究では、近代北欧文学に
おける脚部障碍者像を、①ジェンダー論的観
点、②キリスト教批判的観点から分析した。
他の障碍者やマイノリティではなく、特に脚
部障碍を採り上げた理由は、脚部障碍者のヴ
ァリエーションの多くが、ラーゲルレーヴ作
品に頻出するからである。自伝『モールバッ
カ』には、実際に左脚が不自由だった作者が、
全く歩くことのできなかった幼少期に、奇跡

によって歩けるようになった（その後も、歩
行に不自由はあったものの、自力で日常生活
が送れるようになった）というエピソードが
書かれている。一方、酩酊者、狂人、放浪者、
鍛冶屋も、ラーゲルレーヴが好んで描いたモ
チーフである。一見関連の薄い諸モチーフを、
脚部障碍者モチーフのもとに関連付けるこ
とで、ラーゲルレーヴ文学に対する新たな視
点を得ることを目指した。また、①②の観点
を盛り込むことで、「女性解放運動の先駆者」
「平和主義作家」として専らポジティヴな評
価を受けてきたラーゲルレーヴを批判した。 
 
（１）研究の方法 
①ジェンダー論的観点 
脚部障碍者の表象は、女性の抑圧と深くか

かわっている。19 世紀・20 世紀の少女小説
では、しばしば、障碍（脚部麻痺）が、女性
の家への隷従の比喩として描かれた。近代市
民社会における良妻賢母観と、女性脚部障碍
者の表象を比較・分析する。 
 
②キリスト教批判的観点 
ナチスは、ユダヤ人をはじめとする異民族、

障碍者、ホモセクシュアル、浮浪者などを、
いずれも「劣等」と見なして排除したが、そ
の嚆矢となったのは、優生学に基づく障碍者
の断種および安楽死だった。障碍者排除は、
ナチスの残虐性のみならず、ヨーロッパ全体
の問題としての他者排除、さらには福祉国家
（その成立には優生学が深くかかわってい
る）という、一般的にはポジティヴにとらえ
られることの多い国家形態を長く背後で支
えた「負の部分」を反映している。 
排除される障碍者イメージの古い形と考

えられるのは、「山羊脚」の悪魔や杖をつい
た魔女といった、キリスト教における他者イ
メージである。悪魔・魔女の集会は、ユダヤ
教の安息日と同じ「サバト」という名で呼ば
れるなど、すでに形成過程に反ユダヤ主義が
深くかかわっているとされる。本研究では、
ホロコーストをナチズムによる突発的なユ
ダヤ人排斥としてとらえるのではなく、一方
では福祉国家形成に至るヨーロッパの歴史
に位置付ける立場から、文学作品の中で様々
に表象されてきた他者の一例としての脚部
障碍者像を考察した。 
 
（２）対象作品 
①ラーゲルレーヴ『モールバッカ』（スウェ
ーデン、1920） 
作者の自伝的作品で、作品のハイライトは、

幼少期にの主人公が、脚が麻痺から奇跡的に
回復する場面である。脚部障碍者の表象に着
目することで、女性解放の先駆者として知ら
れるラーゲルレーヴを、女性作家による女性
排除の例として、また、障害者自身による障



碍者排除の例として、批判的に考察する。 
 
②アンデルセン『人魚姫』（デンマーク、1837） 
 半人半魚の人魚を脚部障碍のヴァリエー
ションと捉え、古代ギリシア以来のヨーロッ
パ文学における人魚表象の変遷をたどりな
がら、アンデルセン作品における他者排除の
あり方を考察する。 
 
 
４．研究成果 
（１）本研究の成果 
①ラーゲルレーヴ研究 
 日本独文学会で、学会発表④を行った。こ
こでは、まず、民族主義運動とナチズムにお
けるラーゲルレーヴの受容を紹介すること
で、ドイツ文学におけるラーゲルレーヴ研究
の位置づけを紹介し、次いで、女性作家によ
る女性排除・障碍者による障碍者排除の例と
して、ラーゲルレーヴ『モールバッカ』を分
析した。 

雑誌論文①では、日本近代文学におけるラ
ーゲルレーヴ受容の一例として、森鷗外の
「牧師」翻訳と、鷗外の近代批判の関係を論
じた。 
 
②アンデルセン研究 
 図書①では、一般読者を対象に、古代ギリ
シアのセイレーンに始まるヨーロッパ文化
における人魚像の変遷と、アンデルセン『人
魚姫』がその変遷をどのように描き、ナポレ
オン戦争以降のデンマークで国民作家とな
ったアンデルセンの志向をどのように反映
しているかを紹介した。 

北ヨーロッパ学会（文学に限らず北欧学の
専門家が対象）における学会発表②と、日本
独文学会における学会発表①では、「人魚姫」
に関して、ドイツ文学研究とは別の観点を提
示することを試みた。これまでのドイツ文学
研究では、「人魚姫」は、専ら、Ａ．ドイツ・
ロマン主義研究（その多くは、「水」と「女
性性」を関係付けて論じている）に周縁的に
位置づけられるか、Ｂ．ホモセクシュアルで
あったアンデルセンのセクシュアリティの
表象として研究されてきた。これに対し、研
究代表者は、デンマークの歴史的・社会的背
景を指摘することで、Ｂ．のように、アンデ
ルセン個人の伝記的事実のみを反映すると
した見方を批判した。また、デンマーク語原
文におけるドイツ語訳との違いや、北欧の伝
説における男性の人魚の存在を指摘するこ
とで、Ａ．Ｂ．がともに前提とする人魚の女
性性の自明性を批判した。これらを通じて、
ドイツ文学研究の分野で研究されてきた「人
魚姫」に対し、北欧文学研究の立場から新た
な観点を提示した。 
 

（２）今後の研究への展望 
上記の研究を通じて、研究代表者は、今後

の研究につながる新しい展望を得ることが
できた。 
北欧文学は、これまでの日本において、研

究そのものが極めて少なく、研究がなされる
場合にも、その多くは、北欧という枠内での
みなされてきた。そのため、多分野の研究者
にとって、北欧文学研究は、自身の研究との
関連が少なく、関心を持たれにくい分野であ
った。しかし、本研究を通じて、研究代表者
は、地理的にはドイツ、東欧諸国、ロシアと
国境を接し、文化的にはフランスから多くの
影響を受けた北欧の多文化的な事例に数多
く触れた。そして、今後、北欧文学そのもの
の研究をより広い視点のもとで発展させる
という理想的な理由からも、北欧文学研究に
ヨーロッパ文学研究の中で存在感を持たせ
るという現実的な理由からも、北欧文学をヨ
ーロッパ文学に位置付ける試みがますます
必要となることを痛感した。 
 
①アンデルセン研究 
こうした点を踏まえ、研究代表者は、ドイ

ツ文学、フランス文学、英露比較文学、日本
文学、北欧史の各研究者を招聘し、「人魚姫」
を共通テクストとしたプロジェクトを発足
した。同プロジェクトで、研究代表者は、研
究会発表①②を行い、2013 年度から 18 年度
の科研費基盤研究（Ｃ）に採択された。 
 
②ラーゲルレーヴ研究 
 三部から成る研究代表者の博士論文（2010
年 3 月博士号取得）は、それぞれの部の関連
性が薄いという課題から、これまで書籍化を
見送ってきた。本研究を通じて、研究代表者
は、ジェンダー論的観点とキリスト教批判的
観点を前面に押し出すことで、それぞれの部
を強く関連させる展望を得た。現在は、その
展望のもと、博士論文を大幅に加筆・修正し
ている。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
 
〔雑誌論文〕（計 1 件） 
①中丸禎子「森鷗外の北欧受容――ラーゲル
レーヴ「牧師」の翻訳と近代観の転換」、『詩・
言語』78 号（東京大学大学院人文社会系研究
科ドイツ語ドイツ文学研究会）、2013 年 7 月
刊行予定（査読有、掲載確定） 
 
※このほか、学会発表①および②をもとにし
た雑誌投稿論文を現在執筆中である。 
 
〔学会発表〕（計 4 件） 



①中丸禎子「アンデルセン『人魚姫』におけ
る脚部障碍の表象―フケー『ウンディーネ』
との比較」、日本独文学会春季研究発表会、
2013 年 5 月 25 日（審査有） 
②中丸禎子「越境する人魚―ハンス・クリス
チャン・アンデルセン『人魚姫』と『アウネ
ーテと人魚』」、北ヨーロッパ学会全国大会、
2012 年 11 月 10 日 大会（審査有）  
③中丸禎子「森鷗外の転換とラーゲルレーヴ
受容―「牧師」、スウェーデン語原文、およ
びドイツ語訳の比較」、日本比較文学会第 50
回記念東京大会、2012 年 10 月 20 日（審査有） 
④中丸禎子「セルマ・ラーゲルレーヴ『モー
ルバッカ』における「脚部障碍」の表象―優
生学思想への関心を背景に」、日本独文学会
秋季研究発表会、2011 年 10 月 15 日（審査有） 
 
〔図書〕（計 1 件） 
①中丸禎子「人魚姫のメタモルフォーゼ」石
井正己編『子守唄と民話』、三弥井書店、2013 
年 3 月、pp.149-164（共著・依頼） 
 
〔その他〕 
〔研究会発表〕（計 2件） 
①川島隆・中丸禎子 「足／脚とジェンダー 
キース『起きて、床を担いで歩け』を考える」、
プロジェクト人魚第 6回研究会、2013 年 2 月
19 日 
②中丸禎子「『人魚姫』の諸テーマ」、プロジ
ェクト人魚第 1回研究会、2011 年 12 月 17 日 
 
〔ホームページ〕 
http://www7b.biglobe.ne.jp/~nakamaru_te
iko/index.html 
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